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（百万円未満切捨て） 
１．2023年 2月期の業績（2022年 3月 1日～2023年 2月 28日） 
（１）経営成績                                                          （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年 2月期 2,344 △ 12.3 55 △ 25.6 85 △ 0.6 57 △ 9.2 
2022年 2月期 2,673 52.3 74 188.5 85 118.4 63 73.4 

 
 １株当たり 

当期純利益 
潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％ 

2023年 2月期 1,214.68 － 5.8 4.6 2.4 
2022年 2月期 1,338.45 － 6.8 4.7 2.8 
（参考）持分法投資損益    2023年 2月期  ― 百万円   2022年 2月期  ― 百万円 
（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

（２）財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2023年 2月期 1,812 1,024 56.5 21,649.61 
2022年 2月期 1,893 966 51.0 20,427.57 
（参考）自己資本       2023年 2月期  1,024百万円   2022年 2月期  966百万円 

（３）キャッシュ･フローの状況 
 営業活動による 

キャッシュ･フロー 
投資活動による 

キャッシュ･フロー 
財務活動による 

キャッシュ･フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

2023年 2月期 8 △ 148 △ 73 336 
2022年 2月期 273 △ 185 △ 102 549 
 
 
２．配当の状況 

 年間配当金 配当金総額
（合計） 配当性向 純資産 

配当率 中間期末 期 末 合 計 
 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％ 

2022年 2月期 0.00 0.00 0.00 － － － 
2023年 2月期 0.00 0.00 0.00   － － － 
2024年 2月期(予想) 0.00 0.00 0.00    －  

 
 
 



 

 

３．2024年２月期の業績予想（2023年 3月 1日～2024年 2月 29日） 
 （％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

通 期 1,952 △ 16.7 69 25.4 77 △ 8.9 49 △ 14.3 1,040.95 
 
 

※ 注記事項 
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

 
 
（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年２月期 50,000株 2022年２月期 50,000株 
② 期末自己株式数 2023年２月期 2,700株 2022年２月期 2,700株 
③ 期中平均株式数 2023年２月期 47,300株 2022年２月期 47,300株 

 
 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在当社が入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１．経営成績等の概況 
（１）当期の経営成績の概況 
   当事業年度（自 2022 年３月１日 至 2023 年２月 28 日）の日本経済は新型コロナウイル

ス感染症による感染拡大が収まらず、またロシア・ウクライナ情勢の長期化、急激な円安等
に伴い諸々の資材や食料品等の価格高騰もあり、依然として先行き不透明な状態が続くこと
になりました。 
建設業界においては燃料・電気をはじめセメント、ワイヤー等鋼材などの資材が 1.2 倍以

上、最たるものは 2 倍もの価格となり、その影響を受けて建設計画の延期、中止となること
もありました。 
このような環境下において、当社の業績は、上半期においては受注の減少により減収減益

となりました。下半期に大型案件の受注をいくつか獲得できたことに加えて、前事業年度に
特許取得した新工法を使用することでセメント資材のコストを大きく削減することができま
した。しかし上半期の減収減益幅を吸収しきれず、通年でも減収減益となりました。 
これらの結果、当事業年度の当社の経営成績は、売上高は 2,344,507 千円（前年同期比

12.3%減）、営業利益は 55,320 千円（同 25.6％減）、経常利益は 85,083 千円（同 0.6％減）、
当期純利益は 57,454 千円（同 9.2％減）となりました。 

   なお、当社の事業セグメントは杭抜き事業の単一セグメントのため、セグメント別の業績
は記載しておりません。 

 
 （２）当期の財政状態の概況 

   当事業年度末の総資産は、1,812,350 千円となり、前事業年度末と比較して 80,988 千円の
減少となりました。この主な要因は、以下のとおりであります。 

   （流動資産） 
   当事業年度末における流動資産の残高は、前事業年度末比 69,868 千円減少して 1,149,755

千円となりました。この主な変動要因は、現金及び預金の減少 207,337千円、完成工事未収入
金の増加 64,014 千円、受取手形の増加 60,801 千円等であります。 

   （固定資産） 
   当事業年度末における固定資産の残高は、前事業年度末比 10,699 千円減少して 662,559 千

円となりました。この主な変動要因は、機械及び装置の減少 46,281 千円、投資その他の資産
の増加 38,501 千円等であります。 

   （流動負債） 
   当事業年度末における流動負債の残高は、前事業年度末比 105,050 千円増加して 640,896

千円となりました。この主な変動要因は、１年内返済予定の長期借入金の増加 183,809千円、
未払法人税等の減少 41,210 千円、１年内償還予定の社債の減少 10,500 千円、未払金の減少
11,599 千円等であります。 

   （固定負債） 
   当事業年度末における固定負債の残高は、前事業年度末比 243,841 千円減少して 147,426

千円となりました。この主な変動要因は、長期借入金の減少 236,122 千円、社債の減少
10,500 千円等であります。 

   （純資産） 
   当事業年度末における純資産の残高は、前事業年度末比 57,802 千円増加して 1,024,026 千

円となりました。この主な変動要因は、当期純利益 57,454 千円の計上による繰越利益剰余金
の増加等であります。 
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 （３）当期のキャッシュ・フローの概況   
   当事業年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前事業年度

末と比較して 213,339 千円減少し、336,197 千円となりました。各キャッシュ・フローの状況
とこの主な要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動により獲得した資金は、8,600千円（前年同期は 273,464千円の獲得）となりまし

た。この主な要因は、税引前当期純利益 89,055 千円、減価償却費 149,011 千円、売上債権の
増加額 124,816 千円、法人税等の支払額 70,285 千円、貸倒引当金の減少額 27,370 千円等が生
じたこと等によります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動により使用した資金は、148,627 千円（前年同期は 185,367 千円の使用）となりま

した。この主な要因は、有形固定資産の取得による支出 111,009千円等が生じたこと等により
ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動により使用した資金は、73,313 千円（前年同期は 102,292 千円の使用）となりま

した。この要因は、長期借入金の返済による支出 52,313 千円、社債の償還による支出 21,000
千円が生じたこと等によります。 

 
 （４）今後の見通し 
    次年度は新型コロナウイルス感染症の影響は終息しつつも、ロシア・ウクライナ情勢によ

る資材高騰は引き続き変わらない状況が日本経済に大きく影響すると思われます。 
建設業界では 2024 年問題とされる働き方改革が控えており、2023 年中に前倒しで週休 2

日制の現場が多くなる事が予想され、売上及び利益に大きく影響を受ける事が懸念されます。 
当社におきましては、新型コロナウイルスの影響により計画を見直し・中止する案件が増

える傾向にあると見込むため減収となる予定です。 
利益面では新工法のコスト削減により売上原価が抑制され営業利益は増加するものの、営

業外収益・特別利益が前期ほど見込めないため、経常利益及び当期純利益は減少となる見込
みです。 
以上の見通しにより、当社の次期業績予想につきましては、売上高 1,952,663 千円（前年

同期比 16.7%減）、営業利益 69,349千円（同 25.4％増）、経常利益 77,539千円（同 8.9％減）、
当期純利益 49,237 千円（同 14.3％減）と見積もっております。 

 
 
２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準に
基づいて財務諸表を作成する方針であります。なお、国際会計基準（IFRS）の適用につきま
しては、今後の事業展開や国内外の諸情勢及び国内企業の国際会計基準の適用動向等を踏ま
え、検討を進め対応していく方針であります。 
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３．財務諸表及び主な注記 

 （１）貸借対照表 
  （単位：千円） 

 前事業年度 
（2022年２月28日） 

当事業年度 
（2023年２月28日） 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 686,820 479,483 
受取手形  45,098  105,900 
完成工事未収入金 482,245 546,259 
未成工事支出金 12,803 11,075 
前払費用 11,061 7,724 
その他 14,264 4,612 
貸倒引当金 △ 32,670 △ 5,300 
流動資産合計 1,219,624 1,149,755 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 39,211 36,848 
機械及び装置（純額） 386,323 340,042 
車両運搬具（純額） 12,967 14,616 
工具、器具及び備品（純額） 11,197 8,982 
土地 129,359 129,359 
建設仮勘定 984 － 
有形固定資産合計  580,044  529,848 

無形固定資産   
ソフトウエア 3,994 4,171 
特許権 － 818 
その他 295 295 
無形固定資産合計 4,289 5,285 

投資その他の資産   
投資有価証券 2,357 2,885 
出資金 140 140 
従業員に対する長期貸付金 540 300 
長期前払費用 1,332 4,760 
その他 87,503 122,289 
貸倒引当金 △ 2,949 △ 2,949 
投資その他の資産合計 88,924 127,425 

固定資産合計 673,259 662,559 
繰延資産   
社債発行費 455 35 
繰延資産合計 455 35 

資産合計 1,893,338 1,812,350 
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  （単位：千円） 

 前事業年度 
（2022年２月28日） 

当事業年度 
（2023年２月28日） 

負債の部   
流動負債   
工事未払金 359,304 349,666 
１年内償還予定の社債 21,000 10,500 
１年内返済予定の長期借入金 52,313 236,122 
未払金 25,816 14,216 
未払費用 955 803 
未払法人税等 45,060 3,849 
預り金 7,718 5,495 
前受収益 386 676 
賞与引当金 6,633 7,699 
その他 16,657 11,868 
流動負債合計 535,846 640,896 

固定負債   
社債 10,500 － 
長期借入金 336,273 100,151 
繰延税金負債 44,344 47,125 
その他 150 150 
固定負債合計 391,267 147,426 

負債合計 927,113 788,323 
   

純資産の部   
株主資本   
資本金 33,000 33,000 
利益剰余金   
利益準備金 1,200 1,200 
その他利益剰余金   
別途積立金 20,000 20,000 
特別償却準備金  166,884  139,935 
繰越利益剰余金 758,214 842,617 

利益剰余金合計 946,298 1,003,752 
自己株式 △ 13,382 △ 13,382 
株主資本合計 965,915 1,023,370 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 308 656 
評価・換算差額等合計 308 656 

純資産合計 966,224 1,024,026 
負債純資産合計 1,893,338 1,812,350 
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（２）損益計算書 
  （単位：千円） 

 
前事業年度 

（自 2021年３月１日 
至 2022年２月28日） 

当事業年度 
（自 2022年３月１日 
至 2023年２月28日） 

売上高   
完成工事高 2,628,198 2,296,119 

 その他の売上高 45,417 48,387 
 売上高合計 2,673,616 2,344,507 
売上原価     
完成工事原価 2,304,437 2,048,913 
その他の売上原価 17,460 15,713 
売上原価合計 2,321,897 2,064,627 

売上総利益 351,718 279,879 
販売費及び一般管理費  277,401  224,559 
営業利益 74,317 55,320 
営業外収益   
受取利息 12 13 
受取家賃 2,903 2,983 

 受取保険金 9,205 24,111 
 スクラップ売却益 3,354 1,813 
 補助金収入 1,014 633 
 その他 950 2,464 
営業外収益合計 17,439 32,019 

営業外費用   
支払利息 1,288 773 
支払保証料 275 136 

 減価償却費 718 709 
 手形売却損 570 246 
貸倒引当金繰入額 2,949 － 
その他 388 388 
営業外費用合計 6,191 2,255 

経常利益 85,565 85,083 
特別利益   
固定資産売却益  10,579  5,847 
特別利益合計 10,579 5,847 

特別損失   
固定資産除却損  9  － 
投資有価証券償還損  3,243  － 
ゴルフ会員権評価損  －  1,875 
特別損失合計 3,253 1,875 

税引前当期純利益 92,891 89,055 
法人税、住民税及び事業税 52,300 29,000 
法人税等調整額 △ 22,717 2,601 
法人税等合計 29,582 31,601 
当期純利益 63,309 57,454 
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【完成工事原価報告書】 

  

  
前事業年度 

（自 2021年３月１日 
至 2022年２月28日） 

当事業年度 
（自 2022年３月１日 
至 2023年２月28日） 

区分 注記 
番号 金額 構成比 

（％） 金額 構成比 
（％） 

Ⅰ 材料費  146,273 6.3 177,155 8.7 
Ⅱ 労務費  308,300 13.3 325,103 15.9 
Ⅲ 外注費  1,210,732 52.3 893,591 43.6 
Ⅳ 経費  651,934 28.1 651,334 31.8 
 当期総工事原価  2,317,241 100.0 2,047,185 100.0 
 期首未成工事支出金  －  12,803  
     合計  2,317,241  2,059,989  
 期末未成工事支出金  12,803  11,075  
 当期完成工事原価  2,304,437  2,048,913  

 （原価計算の方法） 
  当社の原価計算は、個別原価計算を採用しております。 
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 （３）株主資本等変動計算書 
前事業年度（自 2021 年 3 月 1 日 至 2022 年 2 月 28 日） 

 （単位：千円） 

  

株主資本 

資本金 

利益剰余金 

自己株式 株主資本 
合計 利益 

準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計 別途 

積立金 
特別償却 
準備金 

繰越利益 
剰余金 

当期首残高 33,000 1,200 20,000 165,716 696,072 882,989 △13,382 902,606 
当期変動額                 
 当期純利益        63,309 63,309   63,309 
 特別償却準備金
の積立       54,065 △54,065 －   － 

 特別償却準備金
の取崩    △52,897 52,897 －  － 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

                

当期変動額合計 － － － 1,167 62,141 63,309 － 63,309 
当期末残高 33,000 1,200 20,000 166,884 758,214 946,298 △13,382 965,915 

 

  

評価・換算差額等 

純資産合計 

  

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算
差額等合計 

  
  
  

当期首残高 △1,958 △1,958 900,647   

当期変動額       

 当期純利益   63,309   

 特別償却準備金
の積立   －   

特別償却準備金
の取崩   －   

 株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

2,267 2,267 2,267   

当期変動額合計 2,267 2,267 65,576   

当期末残高 308 308 966,224   
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当事業年度（自 2022 年３月１日 至 2023 年２月 28 日） 

 （単位：千円） 

  

株主資本 

資本金 

利益剰余金 

自己株式 株主資本 
合計 利益 

準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余
金合計 別途 

積立金 
特別償却 
準備金 

繰越利益 
剰余金 

当期首残高 33,000 1,200 20,000 166,884 758,214 946,298 △13,382 965,915 
当期変動額                 
 当期純利益        57,454 57,454   57,454 
 特別償却準備金
の積立       20,754 △20,754 －   － 

 特別償却準備金
の取崩    △47,703 47,703 －  － 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

                

当期変動額合計 － － － △26,948 84,402 57,454 － 57,454 
当期末残高 33,000 1,200 20,000 139,935 842,617 1,003,752 △13,382 1,023,370 

 

  

評価・換算差額等 

純資産合計 

  

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算
差額等合計 

  
  
  

当期首残高 308 308 966,224   

当期変動額       

 当期純利益   57,454   
特別償却準備金
の積立   －   
特別償却準備金
の取崩   －   

 株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

348 348 348   

当期変動額合計 348 348 57,802   

当期末残高 656 656 1,024,026   
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（４）キャッシュ・フロー計算書 
  （単位：千円） 

 
前事業年度 

（自 2021年３月１日 
至 2022年２月28日） 

当事業年度 
（自 2022年３月１日 
至 2023年２月28日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税引前当期純利益 92,891 89,055 
 減価償却費 196,643 149,011 
 受取利息 △ 12 △ 13 
 支払利息 1,288 773 
 固定資産売却損益（△は益） △ 10,579 △ 5,847 
 固定資産除却損 9 － 
投資有価証券償還損 3,243 － 

 ゴルフ会員権評価損 － 1,875 
 売上債権の増減（△は増加） △ 185,833 △ 124,816 
 未成工事支出金の増減（△は増加） △ 12,803 1,728 
 その他の資産の増減額（△は増加） △ 6,011 9,743 
 工事未払金の増減（△は減少） 151,581 △ 9,638 
 未払金の増減（△は減少） △ 4,100 783 
 賞与引当金の増減額（△は減少） △ 391 1,066 
 貸倒引当金の増減額（△は減少） 35,619 △ 27,370 
 その他の負債の増減額（△は減少） △ 2,510 △ 6,745 
 小計 259,033 79,608 
 利息の受取額 12 13 
 利息の支払額 △ 1,356 △ 809 
 法人税等の還付額 26,751 － 
 法人税等の支払額 △ 10,976 △ 70,210 
 営業活動によるキャッシュ・フロー 273,464 8,600 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 有形固定資産の取得による支出 △ 199,596 △ 111,009 
 有形固定資産の売却による収入 10,579 5,847 
 無形固定資産の取得による支出 △ 1,620 △ 1,266 
 投資有価証券の償還による収入 26,756 － 
 定期預金の預入による支出 △ 6,003 △ 6,002 
 その他 △ 15,484 △ 36,196 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 185,367 △ 148,627 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
長期借入金の返済による支出 △ 70,816 △ 52,313 
社債の償還による支出 △ 21,000 △ 21,000 
割賦債務の返済による支出 △ 10,476 － 
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 102,292 △ 73,313 

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △ 14,194 △ 213,339 
現金及び現金同等物の期首残高 563,732 549,537 
現金及び現金同等物の期末残高  549,537  336,197 
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（５）財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 
該当事項はありません。 

（持分法損益等） 
当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。 

（会計方針の変更） 

     （収益認識に関する会計基準等の適用） 
 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収
益認識会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービ
スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる
金額で収益を認識することといたしました。 
なお、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書き

に定める経過的な取扱いに従っておりますが、当事業年度の利益剰余金の当期首残高へ
与える影響はありません。また、当事業年度の損益に与える影響もありません。 

     （時価の算定に関する会計基準等の適用） 
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時
価算定会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第 19
項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44-
２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、
将来にわたって適用することとしております。なお、当事業年度の財務諸表に与える影
響はありません。 
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   （セグメント情報） 
    当社は、杭抜き事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   （１株当たり情報） 

項目 
前事業年度 

 （自 2021 年３月１日 
    至 2022 年２月 28 日） 

当事業年度 
（自 2022 年 3 月１日 

     至 2023 年２月 28 日） 

１株当たり純資産額 20,427.57 円 21,649.61 円 

１株当たり当期純利益金額 1,338.45 円 1,214.68 円 
（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 
      ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前事業年度 

 （自 2021 年 3 月 1 日 
  至 2022 年 2 月 28 日） 

当事業年度 
 （自 2022 年 3 月 1 日 
  至 2023 年 2 月 28 日） 

当期純利益金額（千円） 63,309 57,454 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 63,309 57,454 

普通株式の期中平均株式数(株) 47,300 47,300 

 （重要な後発事象） 
該当事項はありません。 
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